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（NMR）により CDCl3 を溶媒，TMS を基準にして，1H-
NMR を測定した。残りは，少量のメタノールを加え沈殿し
た生成物を吸引ろ過により単離した。単離した生成物は，同














と青白色になる。照射時間は，1a が 2 時間と一番短く，1e
が 6 時間と長かった。1g は，10 時間以上の光照射を続けた
が橙色のまま変化することはなかった。 
3-2 置換基の効果 
 1a-d，1f については，それぞれ生成物 2a-d，2f を単離す
ることができた。収率は，それぞれ 22％，9％，10％，11％，
8％であった。これらの生成物は 1H-NMR 測定からいずれも
構造 2 であると決定した。1e についても解析を行ったが，
環状物質 2 はなかった。図 1 に 2b の 1H-NMR スペクトル，























図 1 2b の 1H-NMR スペクトル 
表 1 2b と 3a の 1H-NMR スペクトルデータ 
Product            Spectral Data 
2b  1H-NMR (CDCl3) : δ2.23 (6H, s, CH3), 5.34 (4H, s, CH2), 
6.72-7.22 (18H, m, Ph) 
3a  1H-NMR (CDCl3) : δ5.27 ( 2H, s, CH3), 5.69 (2H, s, NH), 





状物質の 3a であると決定した。またヒドラゾベンゼン 4a
も生成された。さらに 1H-NMR 用サンプル管で CDCl3 溶液
中に 1 日放置させ再測定すると 1H-NMR スペクトルに変化
が見られた。解析をすると 2a と 1a にみられるシグナルが
確認された。図 2 に 3a の 1H-NMR スペクトル，表 1 に 3a 
の 1H-NMR スペクトルデータを示した。 
1b，1c，1d についても酢酸無添加の場合は，非環状物質
3 とヒドラゾ体 4 を生成していた。置換基に関わらず，酢酸
を多く添加すると環状物質 2 の生成割合が多く，非環状物質


















  退色するまでの光照射時間は，1a，1b ともに酢酸添加し
た場合は 2 時間，酢酸無添加の場合は 1.5 時間であった。1a
酢酸添加した場合については生成物 6a を収率 13％で単離し













物質 2 を得ることができた。しかし，1e の場合，環状物質 2
はなかった。酢酸無添加の場合は，3 と 4 が生成されること
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